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●新年のごあいさつ（代表理事組合長）・役員一同
●新年のごあいさつ（専務理事／常務理事／代表監事・常勤監事）
●女性部活動（令和元年産業祭に参加して・そば打ち教室）・
　年金友の会（健康管理教室・親睦1泊旅行）
●第32回JA祭開催・貸住宅部会 視察研修旅行・
　フラワーグリーン会 活動報告・生産者部会 活動報告
●提灯供養祭・子会社紹介
●第9回県北地区JA組合員文化趣味展開催・自己改革に伴う経営基盤の強化について（増資のお願い）・
　支店統合キャンペーン農業応援定期
●農業振興室だより・明秀学園日立高等学校へ寄付をいたしました・
　広報誌発行に関するお知らせ・委員会だより・理事会だより
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い
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
政
府
の
ゼ
ロ
金
利
政
策
も
当
分
続
く
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
当
Ｊ
Ａ
は
、
金
融
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
農
業

振
興
、
地
域
の
暮
ら
し
の
活
動
に
力
を
入
れ
、
地
域

の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
必
要
な
組
織
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。 

　
年
号
も
令
和
二
年
目
に
な
り
、
干
支
も
最
初
の
ね

ず
み
年
の
一
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
気
持
ち
も
新
た

に
、
今
後
と
も
皆
様
に
愛
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
て

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
結
び
に
な
り
ま
す
が
、

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
て
新
年
の
挨
拶

に
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
昨
年
は
、
Ｊ
Ａ
に
と
り
ま

し
て
は
自
己
改
革
の
集
大
成

と
し
て
一
応
の
成
果
を
挙
げ

る
こ
と
が
出
来
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
当
Ｊ
Ａ
に
お
き
ま
し
て
も
時
代
の
変
化
に
よ
り
水

木
支
店
の
統
廃
合
な
ど
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
の
真
価
を

今
後
、
ど
の
よ
う
に
発
揮
し
て
い
く
か
の
「
道
し
る

べ
」
と
し
て
試
練
の
年
と
な
り
ま
し
た
。 

　
令
和
の
時
代
と
し
て
新
し
い
歴
史
が
始
ま
り
ま
し

た
が
、
自
然
災
害
の
猛
威
に
幾
度
と
な
く
さ
ら
さ
れ

早
期
避
難
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
地
球

温
暖
化
に
よ
る
弊
害
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
こ
と
は
間

違
い
な
く
、
日
本
列
島
の
ど
こ
で
災
害
が
起
き
る
か

わ
か
ら
な
い
状
況
の
中
で
地
域
に
根
ざ
し
た
環
境
に

や
さ
し
い
農
業
を
主
体
と
し
た
Ｊ
Ａ
で
有
り
続
け
る

た
め
、
創
意
工
夫
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

　
皆
様
の
生
命
・
財
産
を
お
預
か
り
す
る
立
場
と
し

て
安
全
・
安
心
・
信
頼
を
モ
ッ
ト
ー
に
邁
進
し
て
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

　
令
和
の
時
代
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
良
い
年
で
あ

る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

日 立 市 多 賀  （3）令和2年1月発行 第 208号 
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年金友の会 
健康管理教室 
年金友の会 

健康管理教室 
年金友の会 

健康管理教室 
　去る、令和元年12月17日（火）に年間行事であり
ます健康管理教室が実施されました。講演では、日
立市健康づくり推進課のご協力により自宅で座りな
がらでもできる「シルバーリハビリ体操」を中部北ブ
ロック指導士の皆さん（代表 川　 隆子先生）に学び
ました。 
　また講演後は毎年恒例の大抽選会が有り会員の
皆様に楽しんでいただきました。来年度も、会員の
皆様に喜んでいただけるよう年間行事を企画したい
と思います。 

年金友の会 
親睦1泊旅行 

（島津亜矢歌謡ショーと伊香保温泉） 

年金友の会 
親睦1泊旅行 

（島津亜矢歌謡ショーと伊香保温泉） 

年金友の会 
親睦1泊旅行 

（島津亜矢歌謡ショーと伊香保温泉） 
　去る、令和元年12月8日（日）～9日（月）、年間行
事であります1泊旅行が実施されました。1日目は、
観光を中心に一路群馬県伊香保温泉へ向かいました。
夜の宴会ではカラオケ大会で大いに盛り上がりました。
2日目は島津亜矢歌謡ショーにて生の歌声の迫力に
会員の皆様も感動されておりました。 
　また、来年も会員の皆様に喜んでいただける行事
を企画したいと思います。 

出席くださいました会員の皆様 出席くださいました会員の皆様 

～女性部活動～ ～女性部活動～ ～女性部活動～ 
　去る、11月9日（土）10日（日）日立市主
催の産業祭が「池の川さくらアリーナ」にて
開催されました。 
　JA日立市多賀女性部は昨年同様、けん

ちんうどん・そばを販売いたしました。役員の皆様は、前々日・前日から手際よく
下ごしらえをし、当日に向け準備します。また、当日も各自担当する場所にスタン
バイし、注文に合わせけんちんうどん・そばを作りあげていきます。 
　両日とも天気に恵まれ、けんちんうどん・そばが飛ぶように売れ、早々に売り切
れになり盛況のうちに終わりました。何日も前から、準備をされていた役員の皆
様方お疲れ様でした！ 
　今後もこのような活動を通じて、地域の方々とのふれあいを大切にしていきた
いと思います。 

　令和元年度最後の事業、そば打ち教室を12月12日（木）
13日(金)の2日間開催しました。 
　講師には、例年どおりそば打ち4段の腕前を持つ橘道子女
性部長を迎え行われました。 

　今回は、今までにない参加人数26人の方が2日間にわかれて、そば打ちをしました。初日は、16名と大人数で
2回に分けて行いました。橘部長が大事なポイントやアドバイスの説明をするのを聞きながら、皆様は器用に手
を動かしていました。不安な点や、う
まく形にならないところを、部長に
手直ししていただきながら、『そば』
が出来ていく過程を楽しんでおりま
した。 
　今年もまた、手打ちのおいしそう
に仕上がった『そば』を皆様おみや
げに帰宅されました。 

講演をする　代表  川　  隆子先生 
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　去る11月30日（土）多賀市民プラザ広場にて、「第32
回JA祭」が開催されました。天候にも恵まれ、毎年大人気
の女性部けんちんうどん・そば、やきとり、もち米の販売、お
楽しみクジ、大抽選会等が行われ、長蛇の列ができました。 
　ステージでは、CANDY★BOX、大久保子供ばやし、
Caren Bellydance Studio、もじゃ～るパフォーマー、な
どの各種イベントにより、大盛況となりました。多くの組合
員及び地域住民の皆様にご来場いただきましてありがとう
ございました。 

　去る11月19日（火）貸住
宅部会視察研修旅行を開催
いたしました。今回の研修
先は桧家住宅グループのパ
パまるハウス神栖支店で特
殊な断熱工法や空調設備に
ついて視察しました。なかで
も断熱材についてはその制作過程を実演いただき、断熱材
が発泡し膨張していく様子を見た部会員からは感嘆の声が
上がりました。また質問時間の際は多くの質問がなされ、予
定時間を超えての研修となりました。その後、香取神宮・伊
能忠敬記念館・アサヒビール茨城工場を見学し早めに帰路
に就きました。 
　今後とも部会員の皆様にとって有意義な研修を企画して
参ります。 

フラワーグリーン会 活動報告 フラワーグリーン会 活動報告 フラワーグリーン会 活動報告 
JA日立市多賀　フラワーグリーン会　会長　森　高男 

生産者部会  活動報告  生産者部会  活動報告  生産者部会  活動報告  
JA日立市多賀　生産者部会　部会長　澤畠　英治 

　新年明けましておめでとうございます。 
　昨年も、フラワーグリーン会は様々な活動を行ってまいり
ました。 
　金沢町の森下農場で植え付けをしたトウモロコシを使っ
たポップコーンや、想像した以上に多く収穫できた金時草
などの収穫物を、産業祭をはじめとする地元地域のイベント
や、JA祭にて販売しました。また、森下農場で育成している
ラッキョウも順調に育っているほか、昨年は初めての試みと
してユリの球根の植え付けを行いました。会員全員、春の収
穫を楽しみにしております。 
　他にも、真夏に実施した農場の草取り、追肥作業や、研修
旅行で訪れた道の駅で商品の陳列方法や地域の特産品の
勉強をする機会を得るなど、印象的な活動が多い１年となり
ました。 
　今後、フラワーグリーン会は、多賀協同サービスの農業振
興室や生産者部会と連携し、楽しい農業の実践や美味しい
作物の生産にますます励んでいきたいと考えております。 
　今年も森下農場での作付する品種や育成方法の研究を
継続し、安心、安全な作物を供給できるよう、会員一同連携し、
日々研鑽を積んでまいります。 

　新年明けましておめでとうございます。 
　最近の気象状況も地球温暖化に伴い、全国各地に大きな
災害をもたらしております。昨年の、台風19号や東日本各
地での集中豪雨による農産物への甚大な被害もありました。 
　農業を取り巻く環境は、農村部の過疎化、農業生産者の
高齢化、耕作放棄地の増加等、非常に厳しい現況があります。
私たちのJA日立市多賀生産者部会も、若い会員のなり手
不足や会員の高齢化、会員数の減少等、同じ悩みを抱えて
いますが、元気に活動しています。 
　さて、生産者部会の活動も2年目を迎え、JA森下農場の
共同作業を通し、効率的なマルチシートの張り方や種芋の
越冬方法の修得、迅速な収穫、販売準備、山形野菜の栽培
等を行いました。会員同士の連携も深まり、貴重な体験が
できました。作業への参加率も徐々に増え、現在は平均75
％になりました。さらに多くの会員が参加できるよう、声を
掛け合っていきたいと思います。 
　今年も、生産者部会本来の目的である、安全・新鮮・良質
な農産物の生産、会員各位の農業所得・生産技術の向上、会
員相互及び消費者との親睦・交流等の実現のため、努めて
いきたいと思います。 



　昨年の11月17日（日）に日立南部
葬祭場に於いて、令和元年度の提灯
供養祭が開催されました。 
　来場者数計309名という大勢のお
客様にご来場を頂き、盛大にそして、粛々
と供養祭は執り行われました。ご供養後には、抽選会が開催され多くのお客様にご供養のお品をお渡しすること
が出来ました。アンケートの集計でも、大変良い・良いと回答されましたお客様が全体の90%以上を占めた結
果をみると皆様の期待の大きさに改めて社員一同、身の引き締まる思いに皆様のご期待に添うべく日々精進し、
さらに良いものを皆様にお届け出来ます様、努力を積み上げて行く所存で御座います。一昨年の人形供養祭、
昨年の提灯供養祭と大勢のお客様に足をお運び頂き無事に供養祭が一人の怪我人もなく施行できましたのも、
当日ご参加くださいましたお一人お一人のご協力無しには、成しうることが出来なかったものと考えております。
次回の供養祭がさらによいものとなりますよう、社員一同知恵をしぼり、皆様をお待ちしております。最後にはな
りますが当日お越しになられました皆様のご協力に対し、社員一同深謝し、御礼とさせていただきます。 

【ご案内】　誠に勝手ながら供養祭は2年に一度の開催になります。 

祭典たが 
日立市多賀町1－12－10

日立南部葬祭場 
日立市茂宮町770

受付の大勢のお客様 千福寺ご住職による供養 盛り上がりを見せた抽選会 

（有）多賀協同サービス （有）多賀協同サービス （有）多賀協同サービス 子会社 
紹介 
子会社 
紹介 
子会社 
紹介 

社 員 紹 介社 員 紹 介  社 員 紹 介  

　JA日立市多賀の子会社で、葬祭事業を行っております。 

　JA日立市多賀本店の敷地内にある事務所「JA祭典たが」を中心に、茂宮町にある「日立南部葬祭場」

を運営しております。葬儀に精通した社員が在籍しておりますので、安心してお任せください。 

阿久津　修 海野　智幸 橋本　薫 　橋　千寛 　橋　優之 

勝村　由美子 伊東　美登子 原田　美穂 大江　裕子 長澤　牧子 

日 立 市 多 賀  令和2年1月発行 第 208号（6） 
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自己改革に伴う経営基盤の 
強化について（増資のお願い） 
自己改革に伴う経営基盤の 
強化について（増資のお願い） 
　JA日立市多賀は、1948年4月15日の設立以来、

組合員の皆様をはじめ、地域の皆様と共に歩み続けて、

地域に根ざしたJAを目指し、｢限りなく奉仕をしよう｣

の基本理念のもと、健全経営を堅持して参りました。 

　近年のJAを取り巻く急激な環境変化の中、金融機

関としての経営の安全性を示す自己資本比率につい

ては、より一層の厳格化が求められており、JA日立市

多賀が将来にわたって自己改革を支える健全な健全

経営（総合事業体）を維持し、組合員・利用者の多様

なニーズに対応するため、組合員の皆様の増資により

自己資本の充実をはかりたく、出資金増資をお願い致

します。 

　なお、出資配当率は、今後の県内情勢等を捉えた配

当率に見直す方針であることを申し添えます。 

　昨年12月11日（水）～16日（月）までの6日間、組
合員の文化活動を披露する県北地区JA組合員文
化趣味展がザ・ヒロサワ・シティ会館（県民文化セ
ンター）において開催されました。 
　約360点におよぶ写真・絵画・書道・手芸・農の
生け花などの作品は大変迫力があり、来場者から
は驚きと感動の声があがりました。くらしの活動を通じ、
組合員の皆様の文化的な作品を広く一般の方々に
アピールできた素晴らしい展示会となりました。 
　出展していただいた組合員の皆様、本当にありが
とうございました。 
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日
　
時
　
令
和
元
年
十
月
二
十
五
日（
金
） 

　
　
　
　
午
後
二
時
三
十
分 

場
　
所
　
本
店
二
階
小
会
議
室 

◆
協
議
事
項
◆ 

(1)
「
支
店
統
合
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
農
業
応
援
定
期
」

に
つ
い
て 

(2)
令
和
元
年
度
上
期
監
事
監
査
指
摘
事
項
回
答
に

つ
い
て 

(3)
平
成
三
十
一
年
度（
令
和
元
年
度
）内
部
監
査
計

画
の
変
更
に
つ
い
て 

(4)
そ
の
他 

◆
報
告
事
項
◆ 

(1)
不
祥
事
再
発
防
止
策
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て 

(2)
令
和
元
年
度
Ｊ
Ａ
共
済
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
点

検
報
告
に
つ
い
て 

(3)
事
務
ミ
ス
等
の
発
生
状
況
に
つ
い
て 

(4)
そ
の
他 

　 日
　
時
　
令
和
元
年
十
一
月
二
十
二
日（
金
） 

　
　
　
　
午
後
二
時
三
十
分 

場
　
所
　
本
店
三
階
会
議
室 

◆
協
議
事
項
◆ 

(1)
年
末
年
始
の
営
業
に
つ
い
て 

(2)
貸
付
金
に
つ
い
て 

(3)
そ
の
他 

◆
報
告
事
項
◆ 

(1)
不
祥
事
再
発
防
止
策
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て 

(2)
組
合
員
・
脱
退
状
況
お
よ
び
部
門
別
実
績
に
つ

い
て 

(3)
第
三
十
二
回
Ｊ
Ａ
祭
に
つ
い
て 

(4)
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
取
組
状
況

に
つ
い
て 

(5)
自
主
検
査
報
告
に
つ
い
て 

(6)
事
務
ミ
ス
等
の
発
生
状
況
に
つ
い
て 

(7)
疑
わ
し
い
取
引
の
対
応
に
つ
い
て 

(8)
反
社
会
的
勢
力
認
定
結
果
報
告
に
つ
い
て 

(9)
不
良
債
権
お
よ
び
延
滞
債
権
状
況
に
つ
い
て 

(10)
内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て 

(11)
そ
の
他 

 

委
員
会
だ
よ
り

委
員
会
だ
よ
り 

委
員
会
だ
よ
り

委
員
会
だ
よ
り 

委
員
会
だ
よ
り 

 

開
催
日
　
令
和
元
年 

　
　
　
　
十
一
月
二
十
二
日（
金
） 

場
　
所
　
本
店
会
議
室 

　 ★
自
己
改
革
委
員
会 

①
組
合
員
へ
の
増
資
願
い
周
知
方

法
に
つ
い
て 

②
正
組
合
員
減
少
防
止
対
策
に
つ

い
て 

　 ★
農
業
振
興
委
員
会 

①
畑
耕
作
及
び
除
草
等
依
頼
作
業

料
金
に
つ
い
て 

②
部
会
と
の
連
携
に
つ
い
て 

　 ★
金
融
・
共
済
委
員
会 

①
農
業
応
援
定
期（
ウ
イ
ン
タ
ー

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）に
つ
い
て 

②
貸
付
金
に
つ
い
て 

農業振興室だより 農業振興室だより 
　現在、農業振興室ではブロッコリー・カリフラワー・白菜の収穫の真っ盛りです。順次、収穫予定の作物

の追肥や水の管理を行い、JAゆめたが店舗へ商品を出荷予定です。まだまだ寒い日が続きますが、今年も

一年間、皆様に安心して食べていただける農作物作りを頑張って参ります。 

　組合員の皆様で、畑の耕運・除草等の相談がありましたら、農業振興室に相談・電話してください。 

農業振興室　TEL 0294－33－5220

広報誌発行に関するお知らせ 広報誌発行に関するお知らせ 
　日頃は格別のお引き立てを賜り、厚くお礼申し上げます。 

　これまで広報誌については、2ヵ月に1度発行してまいりましたが、令和2年より3ヵ月

に1度の発行へ変更致します。引き続きJA日立市多賀の事業案内や活動報告など、内容

の充実に努めて参ります。今後ともよろしくお願い致します。 

明秀学園日立高等学校へ寄付をいたしました 明秀学園日立高等学校へ寄付をいたしました 
　第98回全国高校サッカー選手権大会に明秀学園日立高等学校が

茨城県代表として出場されます。健闘を祝い、当JA　橋組合長

より寄付をいたしました。日立市の活性化とともに部員の活躍を

願います。 写真（右から  小野理事長  萬場監督  　橋組合長  矢野校長） 


